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理科系 第 2回予想問題 問題紙・数学公式集

数 学
（情—自然,コン・理・医・工・農）

試験時間 150分 満点 100点 大問 4題

注 意 事 項

1. 試験開始の合図まで，この問題紙を開いてはいけない。
2. 問題は大問 1〜 4 の 4題からなる。すべてに解答すること。
3. 解答は必ず各問題別の解答欄に記入し，裏に記入してはいけない。
4. 答えのみを書いた答案には点を与えない。結論に至る過程を記述すること。
5. 巻末の数学公式集は問題と無関係に作成されたものであるが，答案作成にあたって利用してよい。

本書は独自作成の非公式予想問題集であり，名古屋大学公式の教材・過去問・模擬試験ではない。



（三 角 関 数）
17. sin(α+ β) = sinα cosβ + cosα sinβ, cos(α+ β) = cosα cosβ − sinα sinβ

18. tan(α+ β) =
tanα+ tanβ
1− tanα tanβ

19. cos 2α = 1− 2 sin2 α = 2 cos2 α− 1

20. sinα cosβ =
1

2

{

sin(α+ β) + sin(α− β)
}

, cosα sinβ =
1

2

{

sin(α+ β)− sin(α− β)
}

cosα cosβ =
1

2

{

cos(α+ β) + cos(α− β)
}

, sinα sinβ = −1

2

{

cos(α+ β)− cos(α− β)
}

21. sinA+ sinB = 2 sin A+B

2
cos A−B

2
, sinA− sinB = 2 cos A+B

2
sin A−B

2

cosA+ cosB = 2 cos A+B

2
cos A−B

2
, cosA− cosB = −2 sin A+B

2
sin A−B

2

22. a sin θ + b cos θ =
√
a2 + b2 sin(θ + α),

(

sinα =
b√

a2 + b2
, cosα =

a√
a2 + b2

)

（数 列）
23. 初項 a，公差 d，項数 nの等差数列の和： Sn =

1

2
n(a+ `) =

1

2
n
{

2a+ (n− 1)d
}

, (` = a+ (n− 1)d)

24. 初項 a，公比 r，項数 nの等比数列の和： Sn =
a(1− rn)

1− r
, (r 6= 1)

25. 12 + 22 + · · ·+ n2 =
1

6
n(n+ 1)(2n+ 1), 13 + 23 + · · ·+ n3 =

{

1

2
n(n+ 1)

}2
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合格答案をつくるシリーズ 名大理系数学 2027

第 3回 解答・解説

大問 1──漸化式で √
3に近づく数列

漸化式は
an+1 =

a2n + 3

2an
=

1

2

(

an +
3

an

)

と書き直せる。これは an と 3

an
の平均であり，この 2数の積は an · 3

an
= 3でつねに一定である。

(1) 数学的帰納法で示す。n = 1 では a1 = 2 > 0 かつ 22 = 4 > 3 だから 2 >
√
3 で成り立つ。次に

an >
√
3と仮定する。とくに an > 0で 3

an
も正だから，相加相乗平均の関係より

an+1 =
1

2

(

an +
3

an

)

=

√

an · 3

an
=

√
3

が成り立つ。等号は an =
3

an
すなわち an =

√
3のときだけだが，仮定より an >

√
3だから等号は成り立た

ず，an+1 >
√
3である。以上より，すべての正の整数 nに対して

答 : an >
√
3

が成り立つ。 �

別解
相加相乗平均を使わず，差を直接計算してもよい。an > 0のとき

an+1 −
√
3 =

a2
n + 3− 2

√
3 an

2an

=

(

an −
√
3
)2

2an

であり，an 6=
√
3なら分子は正，分母も正であるから an+1 >

√
3が従う。この計算は (2)でそのまま使うので，はじ

めからこちらで書いてもよい。

(2) an+1 と √
3の差を通分し，3 = (

√
3)2 に注意して分子を因数分解すると

an+1 −
√
3 =

a2n − 2
√
3 an + 3

2an
=

(

an −
√
3
)2

2an
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